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返
さ
れ
、
中
医
協
の
形
骸

化
が
進
ん
で
き
た
。
最
近

も
９
月
27
日
に
よ
う
や
く

開
始
さ
れ
た
次
期
改
定
論

議
が
10
月
１
日
付
で
任
期

満
了
と
な
っ
た
中
医
協
委

員
の
補
充
を
め
ぐ
り
20
日

以
上
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

た
。
長
妻
厚
労
相
は
、
中

医
協
委
員
に
つ
い
て
、
影

響
力
の
強
い
日
医
の
代
表

を
削
減
す
る
意
向
を
示
し

て
お
り
、
今
後
、
中
医
協

な
ど
の
役
割
が
さ
ら
に
限

定
さ
れ
そ
う
だ
。

長
妻
厚
労
相
、新
た
な

改
定
チ
ー
ム
の
設
置
検
討

診
療
報
酬
改
定

診
療
報
酬
改
定

２
０
１
０
年　

２
０
１
０
年　

　

長
妻
厚
労
相
ら
が
新
た

に
診
療
報
酬
改
定
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
改
定
率
や
改

定
の
基
本
方
針
を
決
め
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

　

近
年
、
激
し
い
医
療
費

抑
制
政
策
の
な
か
で
、
政

治
主
導
・
改
定
率
あ
り
き

の
診
療
報
酬
改
定
が
繰
り

的
に
自
主
運
営
す
る
す
べ
て

の
共
済
が
存
続
で
き
る
よ
う

臨
時
国
会
で
も
奮
闘
し
た

い
」と
要
請
趣
旨
に
賛
同
し
、

請
願
署
名
１
２
３
３
筆
の
紹

介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

　

保
団
連
・
協
会
が
実
施
す

る
「
保
険
医
休
業
保
障
」
は

じ
め
加
入
対
象
を
特
定
し
非

営
利
で
運
営
す
る
自
主
共
済

は
、
06
年
改
正
の
保
険
業
法

に
よ
っ
て
一
般
の
保
険
業
と

同
じ
規
制
・
監
督
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
、
改

正
の
目
的
は
オ
レ
ン
ジ
共
済

な
ど
名
称
だ
け
の
ニ
セ
共
済

を
取
り
締
ま
り
、
契
約
者
を

保
護
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

が
、実
態
は
そ
う
で
は
な
く
、

保
険
会
社
化
や
、
保
険
会
社

へ
委
託
な
ど
に
対
応
で
き
な

い
団
体
は
制
度
の
廃
止
・
解

散
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　

懇
話
会
の
参
加
者
は
、
保

険
業
法
改
正
後
の
実
施
団
体

の
状
況
や
、
各
地
の
協
会
・

懇
話
会
の
運
動
に
よ
り
国
会

議
員
の
理
解
が
広
ま
っ
て
い

る
こ
と
、
適
用
除
外
を
求
め

る
意
見
書
を
採
択
し
た
自
治

体
が
全
国
で
２
１
２
あ
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
、
す
べ
て
の

自
主
共
済
の
適
用
除
外
実
現

に
向
け
て
協
力
を
求
め
た
。

　

高
橋
氏
は
、
空
気
中
に
浮

遊
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
は
、
低
温
乾
燥
状
態

で
生
存
率
が
高
く
、
多
湿
に

な
れ
ば
生
存
率
が
下
が
る
傾

向
に
あ
る
と
述
べ
た
。
大
阪

で
は
「
警
報
」
レ
ベ
ル
で
大

き
な
流
行
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
状
態
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
、
一
旦
流
行
が
お
さ
ま
っ

て
も
今
冬
に
か
け
て
予
断
が

許
さ
れ
な
い
。

　

感
染
経
路
は
、
咳
な
ど
に

よ
る
飛
沫
感
染
、
患
者
の
ふ

れ
た
物
か
ら
の
接
触
感
染
が

あ
げ
ら
れ
、
前
者
に
は
マ
ス

ク
、
後
者
に
は
手
洗
い
の
有

効
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
発

症
後
１
週
間
程
度
は
ウ
イ
ル

ス
を
排
出
し
、
特
に
小
児
の

場
合
は
ウ
イ
ル
ス
数
が
多
く

長
期
間
排
出
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
従
来

の
季
節
性
の
物
と
比
べ
肺
で

の
増
殖
力
が
強
い
た
め
、
肺

炎
を
起
こ
し
死
亡
に
至
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
、
発

症
後
48
時
間
以
内
の
投
薬
で

症
状
が
改
善
さ
れ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
手
洗

い
、
う
が
い
、
マ
ス
ク
の
着

用
に
よ
る
予
防
、
感
染
し
た

ら
早
め
の
受
診
な
ど
が
重
要

で
あ
ろ
う
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

　

大
阪
市
南
部
地
区
は
３

日
、
地
区
講
習
会
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
現
状
と
課

題
」
を
保
険
医
会
館
で
開

き
、
歯
科
医
師
ら
23
人
が
参

加
し
た
。
講
師
は
、
高
橋
和

郎
氏
（
大
阪
府
立
公
衆
衛
生

研
究
所
、
副
所
長
兼
感
染
症

部
長
）
が
務
め
た
。

新
型
は
肺
で
の
増
殖
力
が
強
い
と
話

す
高
橋
氏
＝
３
日
、
保
険
医
会
館　

大阪市南部地区

インフルエンザ対策講習会
肺炎おこし死に至るケースも

共済大阪懇

稲
見
（民主）・
宮
本
（共産）
両
議
員
と
懇
談

自
主
共
済
の
適
用
除
外
を
求
め

民
主
）、
山
下
芳
生
（
同
・

共
産
）
両
議
員
秘
書
が
署
名

の
紹
介
議
員
を
引
き
受
け

た
。

場
に
投
げ
出
す
と
い
う
点
で

根
は
同
じ
。
と
も
に
頑
張
り

た
い
」
と
賛
意
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
梅
村
聡
（
参
・

だ
。
歯
科
医
療
・
自
主
共
済

の
問
題
は
米
国
・
財
界
と
の

た
た
か
い
で
あ
り
、
経
済
競

争
に
な
じ
ま
な
い
も
の
を
市

　

共
済
の
今
日
と
未
来
を
考

え
る
大
阪
懇
話
会
は
９
日
、

衆
議
院
の
稲
見
哲
男
（
民

主
）、
宮
本
岳
志
（
共
産
）

両
議
員
と
大
阪
市
内
で
懇
談

し
、
自
主
共
済
の
保
険
業
法

適
用
除
外
の
実
現
を
求
め
て

要
請
し
た
。
同
懇
話
会
は
、

衆
議
院
選
挙
前
に
小
選
挙
区

の
全
候
補
者
79
人
に
「
自
主

共
済
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
。
回
答
を
寄
せ

た
41
人
の
う
ち
大
阪
市
内
に

事
務
所
を
持
つ
議
員
に
懇
談

を
申
し
入
れ
、
稲
見
・
宮
本

両
議
員
が
応
じ
た
も
の
。

　

稲
見
議
員
は
、
自
主
共
済

の
法
律
上
の
位
置
付
け
や
立

法
化
す
る
場
合
の
内
容
な
ど

に
関
心
を
寄
せ
、「
今
後
さ

ら
に
内
容
を
深
め
協
力
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
述

べ
た
。
宮
本
議
員
は
、「
団

体
を
特
定
し
た
個
別
法
案
に

よ
る
救
済
で
は
な
く
、
民
主

地
元
の
全
国
会
議
員
に
要
請

署
名
を
携
え
歯
科
医
療
改
善
訴
え

主
共
済
へ
規
制
・
監
督
の
経

過
や
、
06
年
保
険
業
法
改
正

の
背
景
に
あ
っ
た
米
国
の
圧

力
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

長
尾
議
員
秘
書
は
、「
議

員
就
任
直
後
で
慌
し
い
状
態

だ
が
何
ら
か
の
形
で
協
力
で

き
る
よ
う
検
討
し
た
い
」
と

述
べ
、
自
主
共
済
の
請
願
署

名
１
５
０
０
筆
を
預
か
り
内

容
を
精
査
し
た
い
と
し
た

（
後
日
返
却
）。

　

こ
れ
ま
で
複
数
回
、
請
願

署
名
の
紹
介
議
員
と
な
っ
て

い
た
辻
元
議
員
秘
書
は
「
大

臣
職
の
た
め
引
き
受
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
要
請
趣
旨

に
は
賛
同
す
る
」
と
し
た
た

め
、
内
閣
内
部
か
ら
運
動
推

進
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

　

吉
井
議
員
は
、
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め

る
請
願
署
名
５
０
０
筆
、
自

主
共
済
署
名
６
６
８
筆
を
引

き
受
け
、「
新
政
権
と
な
り

国
民
世
論
と
運
動
が
不
可
欠

と
大
阪
教
職
員
組
合
共
済
会

が
上
京
し
た
。

　

長
尾
敬
（
衆
・
民
主
・
秘

書
）、
辻
元
清
美
（
同
・
社

民
・
秘
書
）、
吉
井
英
勝
（
同

・
共
産
）
各
議
員
と
面
談
し
、

有
訴
者
の
３
人
に
１
人
が
受

診
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
特

に
低
資
産
層
の
４
割
に
受
診

抑
制
が
働
い
て
い
る
こ
と
な

ど
歯
科
医
療
の
現
状
や
、
自

　

協
会
・
保
団
連
は
８
日
、

国
会
行
動
を
実
施
し
、
来
年

度
予
算
で
の
社
会
保
障
財
源

の
確
保
、
診
療
報
酬
の
改
善

・
引
き
上
げ
、
自
主
共
済
の

保
険
業
法
適
用
除
外
な
ど
を

求
め
、
新
し
く
選
出
さ
れ
た

衆
議
院
議
員
を
中
心
に
地
元

選
出
の
衆
参
40
人
の
国
会
議

員
に
要
請
し
た
。
台
風
８
号

上
陸
の
な
か
、
協
会
事
務
局

請願署名を受けとる吉井英勝衆議院議員
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総
選
挙
を
通
じ
て
国
民
世

論
が
民
主
党
に
公
約
さ
せ
た

数
々
の
政
策
が
、早
く
も
変

質
し
つ
つ
あ
る
。

　

長
妻
昭
厚
労
相
が
９
日
に

公
表
し
た
レ
セ
オ
ン
ラ
イ
ン

義
務
化
の
省
令
「
改
正
」
案

は
、
ご
く
一
部
の
免
除
規
定

を
設
け
た
だ
け
に
過
ぎ
ず
、

「
手
挙
げ
方
式
」
と
は
程
遠

い
も
の
で
あ
っ
た
。
長
妻
氏

は
会
見
で
「
最
終
的
に
は
１

０
０
㌫
（
の
医
療
機
関
で
）

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
を
実

現
し
た
い
」と
ま
で
述
べ
た
。

　

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
「
義
務
化
」
で
は
な
く

「
原
則
化
」
を
掲
げ
、
一
部

の
議
員
は
省
令
を
撤
回
す
る

と
発
言
し
て
い
た
。
今
回
の

省
令
案
や
長
妻
氏
の
発
言

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
伴
う

患
者
情
報
の
漏
え
い
や
費
用

面
の
問
題
な
ど
を
す
べ
て
反

故
に
し
、
裁
判
で
た
た
か
う

全
国
の
医
師
・
歯
科
医
師
の

期
待
を
裏
切
る
許
し
が
た
い

政
策
の
後
退
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

も
、
新
政
権
は
「
新
制
度
が

で
き
る
ま
で
当
面
維
持
」
を

表
明
し
た
。
直
ち
に
廃
止
し

て
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
こ

と
は
、
昨
年
６
月
に
参
院
で

４
野
党
（
当
時
）
が
可
決
さ

せ
た
廃
止
法
案
の
中
身
で
あ

り
、当
然
の
こ
と
で
あ
る
。に

も
か
か
わ
ら
ず
、
新
政
権
は

年
齢
で
医
療
を
差
別
す
る
世

界
に
例
の
な
い
同
制
度
を
当

面
容
認
す
る
と
い
う
。
来
年

４
月
に
は
保
険
料
の
改
定
が

あ
り
、
負
担
増
は
免
れ
な

い
。
制
度
廃
止
は
一
刻
の
猶

予
も
許
さ
な
い
課
題
だ
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
や
米

軍
基
地
移
設
問
題
な
ど
で
も

民
主
党
の
公
約
と
は
異
な
る

方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

民
主
党
の
政
策
の
ブ
レ

は
、
財
界
や
ア
メ
リ
カ
に
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

情
や
、
自
民
党
と
「
構
造
改

革
」
を
競
い
合
っ
て
き
た
本

質
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な

い
。

　

い
ま
、
民
主
党
を
挟
ん

で
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
願

う
国
民
と
、「
構
造
改
革
」

推
進
派
と
の
〝
綱
引
き
〞

が
、
ま
さ
に
始
ま
っ
て
い

る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
国
民

と
一
体
と
な
っ
た
運
動
を
縦

横
に
展
開
し
、
総
選
挙
を
通

じ
て
医
療
・
福
祉
改
善
と
い

う
要
求
を
公
約
に
盛
り
込
ま

せ
た
。
自
ら
の
運
動
が
情
勢

を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
経
験
を
軸
に
、「
構

造
改
革
」
の
巻
き
返
し
を
許

さ
ず
、
民
主
党
に
社
会
保
障

充
実
の
公
約
を
即
時
実
行
さ

せ
る
積
極
的
な
運
動
が
い
っ

そ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
政
権
の
閣
僚
が
社
会
保

障
立
て
直
し
へ
の
積
極
的
な

発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
今

こ
そ
、
世
論
を
大
き
く
広
げ

る
好
機
と
捉
え
、
診
療
報
酬

引
き
上
げ
、
窓
口
負
担
軽
減

の
会
員
署
名
と
患
者
署
名
を

二
本
柱
に
国
会
に
働
き
か
け

を
強
め
、
要
求
の
実
現
に
全

力
を
尽
く
す
時
だ
。

民
主
政
権
の
ブ
レ

〝
綱
引
き
〞
国
民
ＶＳ「
構
造
改
革
」推
進
派
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